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⑤ 実験計画

④Randoratsea班oCk(乱 かい法)六 大学試験地 は乱 かい法 に ょって

ここ3年 つN'け だ が.昭46年 に
oエncompユeteBユock(不 完 備 プロツク法)は 格子法 を採用 す る計画 をすす め

㊦LatticeDe8igB(格 子 法)て い るo

以 上は主 と してAugtralianPorestry&TimberBureau,PUorestR⑧search

XnStitUXeのA.G.Brown氏 の フ噂 ン トを参考 と したo感 謝 の意 を表す る。
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2ヒ ノキ林間伐 ・枝打要 因配置実験

木 梨 謙 吉 。 常 岡 雅 美

ω 試験地 の説明

位置:粕 屋演習林15・165

林 分:大 正 肇2年 植栽 ヒノキ林分

実験計 画:間 伐3レ ベル、枝打5vペ ル、4回繰返 し(ブ ロック)の 乱かい法 とするQ

間伐 は1968年 、 全林間伐の際 各 ブraツ クご とに ランダムに ろプロツ5(肇o磁 ×壌Om)

をbき.立 木本数 が、2⑪.15.10本 となる よ うに しだo(Plotlevelt,2,5)

枝打 にっい ては 雫967年.プtUツ5内 の5本 の木 につ き樹冠の樹 高に対す るバ ーkン テ ー・

ジが20%、50%.40%に な る ように してあ るo(CrownlevelA,B、G)

従 つ て.試 験 測定木 は5×3×4=56本 とするoな 夢各 プロツ トには別 に1本 毎枝打 を し

てない対照木 も測定 しているo

測 定木 の測定 部位 は地k60ent.3m60cat、6m'60cnzの3ク 所 とし.測 定 に当つ ては木



のぼb器 を用 いて木 にのぼ り.直 径 を直径巻 尺で測定 してい る0

1970年4月 下旬 に林学第1教 室、長氏外数名 の人 々に よつ て測定 されたo御 協 力いた だ

いた ことを厚 く感謝す るo

材 積の出 し方はNewton式 で計算 したoこ れは3ケ 所の測定 部位 だけか らの材積 生長量 を

比 較 の対象 としたためであるo

今 元 口断面積a"㌦ 中 央断面積a".末 口断 面積a,.と し、対応す る直径 をそれぞれd燃d(

dt.と す ると.NeWton式 か ら材積 ▽は

ノ 　 　ノ

V=a+4a+a×16

1は 材長 で ここでは6肌 であるo

今 添字2を1970年 測 定 値、1を1967年 の測定 値とす ると、その間の材積生長量 △▽は

△V=「V2-Vlか ら

ノ ノ 　 が 　 　ノ
ムV==(a2-al)十4(a2-a1)十(a2-al)

一{(d7-d'2
1)+4(鴫2一 硝2)+(鵡2一 醒2)}芸

π/4=0.7854.生 長 量の計算単位 は1/10000㎡ と なつ てい る。

築1表 は要因別 に各年度 の各部位 の直径 とそれか ら出された幹材積増加分す なわち生長量 を

しめすo
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(2)計 算

計算 のkめ.表2材 積生 長量.表5要 因鋼 のtwe・-tableを 作9.y2租CT、 全 平 方和、

プ ロツクSS.処 理SS.な どを計算 し、表4の 翁散分析表 を うる。

表 一2材 積生長量(1/栂 び ㎡ 単位)

表 一3要 因別材 積生長量two嚇waytable



計 算:

表 一4

(3)分 散 分析結果 の説 明

分散分析(表4)の 示 す とbり 、枝打 のみが5%で 有意で.そ の他 の項.間 伐.間 伐X枝 打

の項 はnotsigで あ るo

この実験は枝打 については1967年 実 施 後正味2年 しか経過 して ない。間伐 は1960年 に

実施 されたが、 この試験 は1967年 枝打時点 を初期 と考えて匝 るか ら.間 伐 につ いてもやはb



2年 経過 したこととする。従つて枝打の効果は5%有 意であつたが、間伐 はこの期間だけでは

効果 を示 しえず、又間伐 と枝打の交互作用項 も有意でないo

枝打は樹冠の一部を取 り除 き.直 接的に樹幹の生長に影響を与えるのに対 し触間伐の効果は
ギ

問接的できわめて除々としているζとカ㍉ よくわかるo

間伐と枝打の交互項については.ど の程度の影響寮あちわれるかは.今 後の観測にまたねば

ならないo(な お㌔ 前圓(昭42年 度)の 共分散分析では薯者の ミスから誤差項をとりちがえ

だだめ結論をあやまつているo本 報告はそのための訂正であり.蝕 わび申上げます◇)

(文 献)

昭59年 塾昭42年 、昭45年(訂 正)九 大演習林研究経過報告参照

る 小 型 電 子 計 算 機 に よ る林 業 生 産 物 の 計 測 に 関 す る研 究（II)

林 産 物 の 価値 的分 類 に つ い て

木 梨 謙 吉 。汰 木 達 郎 ・吉 良 今 朝 芳

まえがき く1}報においては林産物計測のだめの小型電子計算機として、01ivetteProgra-

mmalO1を 用い。立木調査野張海よび轍 積検知野帳か らの.材 積集計の簡易化をこれ ら一連の

計算機講のもとで。 より本質的な問題点 として、現在行われている素材の仕訳が℃価値的分類

として果 して合理的であるかを検討するため、木材価格 との関連性 を数量化理論によつて解明

しようとしたoま だ合せて磁 積作業功程の調査も行い、素材仕訳分類の合理化 を追求す るo

この研究は昭和44年 度科学研穽費補助金試験研究(課 題番号65007)に よつたo

資料 と調査方法 木材価格に鉛よぼす諸要因の実態を調査するだめ、ケース。スタデーとし

で福岡県森林組合連合会千足木材共販市場にむいて.1970年2月 以降の758個 の木材販

売データの各要因をホール 。ソー ト。カードに集録 し。数量化理論にもとづき次のようなアイ

テム 。カテ ゴリーにもとついてス=ア ーを計算 したooutsiderと しては磁 積での1㎡ 当り価

格であるo

まだ同市場の土場における磁 積機械作業に関する功程については別にタイム 。スタディーに

より資料をとつだo

結果 この市場では.件 数として全資料中半分以上を占めるものは.樹 種Xギ 、材長4耽 、

直径25傭 以上、 材積a5～5鴻 ㎡、品等通直材であつfto価 絡が高 くなる要因としては、

樹種 ヒノキ、長級4m。 晶等通盧材であつて、磁 積の場合の分類仕訳のアイテムとしては樹種.

長級.品 等が優先 し直径.材 積.産 地などがこの場合では従属するo


